
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒577-0027 東大阪市新家中町６－７ 

かわちの社労士事務所     

社会保険労務士 喜多裕明 

 

 
ＴＥＬ ０６(６７８４)４５５６ 

ＦＡＸ ０６(６７８５)７１３３ 

http://kawachino.org 

かわちの社労士は、これまでも介護保険・介護事業に強い関心を持ってきました。 

介護事業経営者様のパートナーとして、地域密着型の「身近でお役に立つ」社労士でありたいと考えています。 

かわちの社労士（代表者）のプロフィール 

 

●１９５９年２月生まれ、東大阪市（旧布施市）で生まれ育ち 

ました。東大阪市立楠根小学校・中学校、府立八尾高校卒業。 

最終学歴は大阪市立大学二部文学部（教育学専攻）中退。 

●学童保育指導員（二部学生時代）、病院勤務などの職業を経験。 

●１９８９年に中小業者団体の事務局に入局し、東大阪市内で 

８年間、大阪市内で１４年間勤務。税金・経営・融資、労働保険・ 

社会保険、共済・社会保障などを担当し、相談・実務・講師活動にあたりました。 

●２０１２年１１月に社会保険労務士試験に合格し、２０１３年１月に社会保険労務

士登録、事務所開業しました。 

介護事業とのかかわり 

 

学童保育指導員、病院勤務、中

小業者団体の社会保障担当な

どを通じて、福祉・医療・保育

にかかわり、介護保険には発足

当時から強い関心を持ってき

ました。近親者も介護ヘルパ

ー、訪問介護サービス利用者で

あり、介護事業者様には一方な

らぬお世話になっています。 

 

期待と不安が入り混じる介護業界 

２０２５年には、現在の利用者数（４２６万人）が１．５倍になる

と予想されています。「国が借金大国なのに介護保険の財政は大丈夫

なの？」「要介護（要支援）の基準がもっと厳しくなるのでは？」 

介護事業経営者・介護職員、利用者・家族のみならず、みんなが期

待を寄せ、不安を感じているのが介護業界です。 

 

社会性と経営性が求められる事業 

「世の中の役に立ちたい（ご利用者・ご家族の幸福）」「適正な利益

を確保したい（経営者・職員の幸福）」。この二つを同時に追求する

のが介護事業経営であり、理想と現実のギャップに悩みながら、日々

奮闘されていることでしょう。 

介護業界のサポートを展開しようとするのが社会保険労務士です。 

 


